
速
達
・
大
量
輸
送
効
果
で
交
流
圏
域
を
拡
大

鉄道建設・運輸施設
整備支援機構　　　
北陸新幹線建設局長

綿貫　正明氏

沿
線
地
域
の
観
光
資
源
発
信

延伸㎞　つながる北陸
（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　３月１５日　（金曜日）

新大阪延伸早期実現へ先行調査実施

周辺環境条件に応じて適切に工法選定

　
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
北
陸
新
幹
線
建
設
局
が
建
設
を
進
め
て

き
た
北
陸
新
幹
線
金
沢

敦
賀
間
約
１
２
５

が
完
成
し
た


日
に
待
望
の
開

業
を
迎
え
る

北
陸
西
部
と
首
都
圏
・
関
西
圏
の
交
流
促
進
な
ど
大
き
な
開
業
効

果
が
期
待
さ
れ
る

工
事
で
は
高
難
易
度
の
施
工
条
件
の
下

最
新
技
術
の
導
入

な
ど
種
々
の
工
夫
を
実
践

綿
貫
正
明
局
長
に
事
業
の
経
緯
な
ど
を
聞
く
と
と
も

に

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
沿
線
自
治
体
の
延
伸
へ
の
期
待
な
ど
を
紹
介
す
る


雪
害
対
策
で

輸
送
安
定
性
保
持

　


金
沢

敦
賀
間
の
建
設
の

経
緯
を
お
聞
か
せ
下
さ
い


　
同
区
間
は
２
０
０
５
年
４
月
に

福
井
駅
部
の
先
行
整
備
が
認
可
を

受
け
ま
し
た


年
に
完
成
し
た

約
８
０
０

の
高
架
橋
は

え
ち

ぜ
ん
鉄
道
の
高
架
化
工
事
へ
の
活

用
が
実
現
で
き
ま
し
た


年
６

月
に
金
沢
・
敦
賀
間
の
全
線
が
認

可
を
受
け

石
川
県
・
福
井
県
の

協
力
の
下

約
３
３
０
０
人
の
地

権
者
に
用
地
を
提
供
い
た
だ
き


土
木
工
事
に
順
次
着
手
し
ま
し

た


年

月
に
は
設
備
工
事
の

認
可
を
受
け

軌
道
・
電
気
・
建

築
・
機
械
の
各
工
事
を
進
め



年
５
月
に
全
線
の
レ

ル
が
つ
な

が
り
ま
し
た

同

月
に
Ｗ
７
系

車
両
が
初
め
て
入
線
し

Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
訓
練
運
転
を
実
施
し
て
き

ま
し
た


　


開
業
効
果
は


　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
運
行
計
画
で

は

金
沢

敦
賀
間
の
開
業
で
東

京

福
井
間
が
現
行
か
ら
約


分

東
京

敦
賀
間
は
約

分


大
阪

金
沢
間
は
約

分

大
阪


富
山
間
は
約

分
の
短
縮
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す

沿
線
に
魅
力

的
な
観
光
資
源
が
あ
り

速
達
性

や
大
量
輸
送
性
に
よ
る
効
果
で


利
用
者
の
余
暇
活
動
の
拡
充
や
広

域
活
動
に
寄
与
す
る
で
し

う


　
ま
た
輸
送
安
定
性
が
高
い
こ
と

も
特
徴
で


年
に
北
陸
地
方
で

発
生
し
た
豪
雪
で
は

北
陸
新
幹

線
︵
長
野

金
沢
間
︶
で
運
休
し

た
の
は
わ
ず
か
２
本
で
し
た

各

種
雪
害
対
策
が
大
き
く
効
果
を
発

揮
し
ま
し
た

金
沢

敦
賀
間
も

同
様
の
対
策
を
採
用
し
ま
す

そ

の
ほ
か

旅
客
が
他
の
交
通
機
関

か
ら
新
幹
線
に
転
移
す
る
こ
と

で
二
酸
化
炭
素︵
Ｃ
Ｏ

︶排
出

量
削
減
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す


　


鉄
道
施
設
の
工
事
で
ポ
イ

ン
ト
と
な

た
施
工
技
術
は


　
︻
鉄
道
・
道
路
一
体
橋
梁
︼

　
﹁
九
頭
竜
川
橋
り

う
﹂
︵
延

長
４
１
４

︶
は

新
幹
線
初
と

な
る
鉄
道
・
道
路
一
体
橋
で
す


上
部
工
は
鉄
道
と
道
路
で
分
か
れ

て
桁
を
架
設
し
て
い
ま
す

そ
れ

ぞ
れ
単
独
で
橋
脚
を
建
て
る
場
合

と
比
べ
て

新
幹
線
下
部
工
と
し

て
約
７
％
の
工
事
費
を
縮
減
し
ま

し
た

冬
季
に
道
路
橋
に
凍
結
防

止
剤
が
散
布
さ
れ
る
た
め

鉄
道

橋
で
一
般
的
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と

の
無
い
塩
害
対
策
を
加
味
し
て
設

計
し
て
い
ま
す


　
︻
斜
杭
基
礎
︼

　
﹁
小
松
木
場
潟
高
架
橋
﹂
は


加
賀
三
湖
の
一
つ
で
あ
る
木
場
潟

の
近
く
を
通
過
す
る
区
間
で
す


木
場
潟
は
約
５
３
０
０
年
前
に
海

が
せ
き
止
め
ら
れ
て
出
現
し
た
湖

の
自
然
水
郷
公
園
で
す

周
辺
の

地
質
は
地
下


程
度
ま
で
軟
弱

地
盤
で
あ
り

鉛
直
方
向
の
基
礎

杭
で
水
平
剛
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
難
し
く

新
幹
線
の
本
線
構
造

物
で
初
め
て
斜
杭
基
礎
構
造
を
採

用
し
ま
し
た
模
型
振
動
実
験
や


耐
震
設
計
手
法
の
提
案

杭
頭
接

合
構
造
の
開
発
な
ど
を
行
い
ま
し

た

﹁
地
震
時
の
列
車
走
行
安
全

性
﹂
を
確
保
す
る
構
造
物
を
完
成

さ
せ
た
点
が
評
価
さ
れ


年
度

土
木
学
会
技
術
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す


　
︻
Ｐ
Ｃ
ａ
ラ

メ
ン
高
架
橋
︼

　
福
井
駅
北
側
エ
リ
ア
は

Ｊ
Ｒ

北
陸
本
線
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
挟

ま
れ
た
狭
あ
い
な
箇
所
で
あ

た

上

新
幹
線
工
事
に
先
立
ち

え

ち
ぜ
ん
鉄
道
の
高
架
化
工
事
が
実

施
さ
れ
ま
し
た

こ
の
た
め

新

幹
線
の
工
事
期
間
が
限
定
さ
れ
る

厳
し
い
条
件
と
な
り
ま
し
た

そ

こ
で

こ
の
エ
リ
ア
で
は
新
幹
線

で
初
め
て
プ
レ
キ

ス
ト
︵
Ｐ
Ｃ

ａ
︶
ラ

メ
ン
高
架
橋
︵
Ｌ
Ｒ
Ｖ

工
法
︶
を
採
用
し
ま
し
た

従
来

工
法
で
構
築
し
た
基
礎
杭
と
地
中

梁

柱
下
端
に
加
え

柱
・
梁
は

工
場
で
製
作
し
た
フ
ル
Ｐ
Ｃ
ａ


床
版
部
は
工
場
製
作
部
材
と
現
場

打
ち
コ
ン
ク
リ

ト
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ

フ
Ｐ
Ｃ
ａ
と
し
て

施

工
環
境
ご
と
に
工
法
を
選
択
し
て

い
ま
す

国
内
初
と
な
る
フ
ル
Ｐ

Ｃ
ａ
の
採
用
な
ど
が
評
価
さ
れ



年
度
土
木
学
会
技
術
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す


　
︻
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
︼

　
﹁
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
﹂
は

福

井
県
南
越
前
町
か
ら
敦
賀
市
に
位

置
す
る
延
長
約


の
山
岳
ト
ン

ネ
ル
で

北
陸
新
幹
線
全
体
で
は

長
野
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
位
置

す
る
飯
山
ト
ン
ネ
ル
︵
延
長
約


・
３

︶
に
次
ぐ
２
番
目
の
延
長

で
す

６
工
区
に
分
割
し
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
施
工
し
ま
し
た


年
６
月

に
掘
削
を
開
始
し


年
７
月
の

貫
通
ま
で
６
年
を
要
し
ま
し
た

が

複
数
の
事
前
調
査
を
併
用
し

た
こ
と
で
大
き
な
事
故
も
な
く
無

事
掘
削
を
完
了
し
ま
し
た


　
︻
敦
賀
駅
新
駅
舎
︼

　
敦
賀
駅
は
高
さ



コ
ン
コ


ス
は
幅



奥
行
は
新
幹
線

・
在
来
線
コ
ン
コ

ス
合
わ
せ
て

約
２
０
０

あ
り

整
備
新
幹
線

で
最
大
の
駅
と
な
り
ま
し
た


﹃
空
に
浮
か
ぶ
自
然
に
囲
ま
れ


港
を
望
む
駅
﹄
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
ま
す

屋
根
は
ゆ
り
か
も

め
の
羽
ば
た
き

ホ

ム
床
の
一

部
は
船
の
デ

キ
を
イ
メ

ジ

し

待
合
室
は
船
を
モ
チ

フ
に

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た

３
階
は
新

幹
線
ホ

ム

２
階
は
コ
ン
コ


ス

１
階
は
特
急
ホ

ム
の
構
造

で

乗
り
換
え
を
ス
ム

ズ
に
す

る
た
め
に

レ

ン
の
改
札



基
の
エ
ス
カ
レ

タ

を
設
置
し

ま
し
た

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
と

の
乗
り
換
え
で
は

福
井
県
が
設

け
た
ム

ビ
ン
グ
ウ


ク
を
含

む
跨
線
橋
も
整
備
し
ま
し
た


　


新
大
阪
延
伸
の
展
望
は


　
敦
賀

新
大
阪
間
に
つ
い
て

は


年
５
月
に
計
画
段
階
環
境

配
慮
書

同
年

月
末
に
環
境
影

響
評
価︵
環
境
ア
セ
ス
︶方
法
書
を

公
表
し

地
域
の
皆
さ
ま
に
説
明

を
し
ま
し
た

現
在
は
環
境
ア
セ

ス
準
備
書
公
表
に
向
け
て
現
況
調

査
中
で

事
業
実
施
に
よ
る
環
境

影
響
を
予
測
・
評
価
し
て
い
ま
す



年
度
か
ら
﹁
北
陸
新
幹
線
事
業

推
進
調
査
﹂
と
し
て

従
来

工

事
実
施
計
画
の
認
可
後
に
行
う
調

査
も
含
め

施
工
上
の
課
題
を
解

決
す
る
調
査
を
先
行
的
・
集
中
的

に
実
施
中
で
す

関
係
各
方
面
と

連
携
し
北
陸
・
関
西
圏
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
業
務
を
進
め
ま
す


Interview

九
頭
竜
川
橋
り

う

手
取
川
橋
り

う

小
松
木
場
潟
高
架
橋

大
聖
寺
川
橋
り

う

加
賀
細
坪
橋
り

う

（ＪＲ西日本提供）



大
阪
全
線
開
業
へ
全
力

第
二
の
開
業
能
登
を
支
援

石川県知事　馳　浩

北陸３県連携で誘客強化

福井県知事　杉本　達治

北陸全体に開業効果を波及

北陸エリア活性化で
被災地復興を後押し

西日本旅客鉃道株式会社

社長　長谷川　一明

事
　

業
　

概
　

要

年　
３月日北陸新幹線金沢～敦賀　あす開業
（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　３月１５日　（金曜日）

（施設写真はすべて鉄道・運輸機構提供） 　 　 　敦賀駅全景 新北陸トンネル

越前たけふ駅 芦原温泉駅 小松駅

　３月日、北陸新幹線の「第２の創業」となる金沢～敦
賀間の開業を迎えます。
　はじめに、能登半島地震で被災された皆様に心よりお見
舞い申し上げます。また、地震の発生がありながらも予定
どおり開業できることを含め、今日までご尽力を賜りまし
た関係各方面の皆様に深く感謝申し上げます。
　北陸新幹線は、今から９年前の年に長野～金沢間が
開業し、以降北陸地方の観光やビジネスの活性化に大きく
寄与してまいりました。このたびの敦賀開業により、北陸
と首都圏、近畿圏・中京圏との所要時間が短縮され、アク
セスがより一層便利になります。北陸エリアにおける主要
都市間の移動もスピーディで便利になり、今まで以上に広
域での移動が可能となります。
　北陸は、海の幸、温泉等、旅の魅力の宝庫です。開業後
の年月には北陸ディスティネーションキャンペーン
も予定しており、ぜひ多くのお客様にお越しいただきたい
と思います。
　「北陸応援割」も始まります。当社としても、北陸新幹
線の敦賀開業が今般の震災からの復興を力強く後押しでき
るよう、地域の皆様と連携しながら北陸エリアを盛り上げ
てまいる所存です。
　北陸新幹線は、新大阪まで全線延伸されて初めて国土軸
を形成するインフラとしての真の効果が発揮されると認識
しています。早期の実現に向け、このたびの敦賀開業を契
機に更なる機運の醸成に努めてまいります。関係の皆様の
引き続きのご尽力をお願い申し上げます。

敦
賀
駅
コ
ン
コ

ス

　元日に発生した年能登半島地震により、能登地方を中心に甚
大な被害が発生しました。建設産業界の皆様方には、インフラの復
旧にあたり、昼夜を問わずご尽力をいただき、心から感謝を申し上
げます。
　今なお、多くの方々が避難生活を余儀なくされていますが、必ず
や皆さんに能登へ戻っていただけるよう、能登が再び輝きを取り戻
せるよう、国や市町など関係機関と一丸となって、一日も早い復旧、
その先の創造的復興に全力で取り組んでまいります。
　こうした中、３月日には、いよいよ北陸新幹線金沢・敦賀間が
開業します。年に北陸を経由して東京と大阪を結ぶ北陸新幹線
の整備計画が決定されて以来、年の歳月を経て、石川県内の全区
間を新幹線が開通することとなります。
　石川県にとって「第二の開業」となる金沢・敦賀間の開業により、
金沢や南加賀から本県の経済を活性化させ、能登の復旧・復興の大
きな力にしていきたいと考えております。
　このため、開業効果の最大化につなげるべく、北陸三県が１時間
圏内で結ばれることを生かし、北陸三県の連携による誘客を強化す
るとともに、本県の強みである多彩な文化資源を最大限に活用した
「文化観光」を強力に推進してまいります。
　一方で、北陸新幹線は敦賀まで開業して終わりではありません。
北陸新幹線は日本海側の国土軸の形成や東海道新幹線の代替補完機
能といった役割を持つ重要な国家プロジェクトであり、その真価を
最大限に発揮するためにも、一日も早い大阪までの全線整備の実現
に向け、国への働きかけなど、しっかりと取り組んでまいります。

　福井県民が待ちに待った北陸新幹線が、いよいよ明日、敦賀まで開業い
たします。年の整備計画決定以来、半世紀にわたる県民の悲願が実を
結ぶ瞬間であり、数多くの先人の皆さまが積み重ねてきたご努力に深く敬
意を表するとともに、すべての関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。
　今回の開業により、福井－東京間は最速２時間分で結ばれるとともに、
県内には四つの駅が誕生します。本県にとって、年に北陸線敦賀―福
井間が開業して以来、県勢を大きく飛躍させる年に一度のチャンスで
す。この「ふくいの新しい時代」に開業効果を最大化すべく、県立恐竜博
物館、三方五湖をはじめとする観光拠点の磨き上げや新幹線駅周辺のまち
づくり、魅力的な宿泊施設の誘致・拡大、乗っている間も楽しいバスや鉄
道などの二次交通の整備・充実、首都圏はじめ国内外へのプロモーション
活動等に、官民をあげて力を注いでまいりました。
　国内外から多くのお客様にお越しいただき、県内を隅々まで巡っていた
だいて、福井が誇るおいしい海・里・山の幸や、「越山若水」と表現され
る清らかな自然景観、越前和紙や漆器をはじめ千年を超えて積み重なる歴
史・文化、県民の人情味あふれるおもてなしを体感いただきたいと思いま
す。そして、一日も早い能登半島地震からの復興に向け、福井県が先頭に
立って、北陸全体に開業効果を広げてまいります。
　今回の震災を受け、国土のリダンダンシーの重要性は一層増しています。
北陸新幹線は残る大阪―敦賀間がつながることにより、東海道新幹線を代
替する機能が最大限発揮されます。早期の全線開業は我が国の将来を左右
する国家プロジェクトです。関西・北陸の沿線地域で連携をより強化し、
一日も早い全線開業の実現に向け、全力で取り組んでまいります。今後と
もなお一層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

【線路延長】㎞
【工事延長】㎞
【駅】金沢駅、小松駅、加賀温泉駅、芦原温泉駅、越前たけふ駅、敦賀駅
【設計基準】最高設計速度㎞／ｈ、最小曲線半径ｍ、最急勾配‰、軌

道中心間隔．ｍ、電車線の電圧２万Ｖ（交流）

【主な構造物】手取川橋りょうｍ、加賀細坪橋りょうｍ、第２竹田川橋り
ょうｍ、九頭竜川橋りょうｍ、武生架道橋ｍ、日野川
橋りょうｍ、加賀トンネルｍ、柿原トンネルｍ、第
２福井トンネルｍ、武生トンネルｍ、新北陸トンネル１
万ｍ


